
区 域

番 号 路線名 起 点 終 点
主 な
経過地

延 長
構 造
形 式
車 線
の 数
幅 員
地表式の区間における鉄道等との
交差点の構造

3・3・1
前橋長瀞
線

藤岡市
立石字
上川原

藤岡市
神 田
字 宿

藤岡市
上大塚
字一本
木

約9,460m 4車線 24ｍ

藤岡市
立石字
上川原

藤岡市森
字飯玉久
保

約440m 嵩上式
ｍ
21.25
～40.2

約9,020m 地表式
ｍ
23.75
～25.0

3・4・3
北部環状
線

藤岡市
小 林
字邸東

藤岡市
森新田
字堰合

藤岡市
篠 塚
字塚越
約7,080m 地表式 2車線 18ｍ

ＪＲ八高線と立体交差
自動車専用道路と立体交差１箇所
幹線街路と平面交差８箇所

約3,890m

約3,190m

「区域及び構造は計画図表示のとおり」

幹
線
街
路

構造形式の内訳

ＪＲ高崎線、八高線及び上越新幹
線と立体交差
自動車専用道路と立体交差１箇所
幹線街路と平面交差７箇所

幹

線

街

路

車線の数の内訳
２車線

４車線

藤岡都市計画道路の変更（群馬県決定）

種

別

構 造名 称 位 置

都市計画道路中３・３・３号北部環状線を３・４・３号北部環状線に名称を改め、３・４・３号北部環状線
ほか１路線を次のように変更する。

備考



都市計画道路３・４・３北部環状線は、主要地方道寺尾藤岡線バイパスの一部に位置付けら
れ、隣接する高崎都市計画区域と藤岡都市計画区域を連絡する路線であり、また、高崎南部地域
から上信越自動車道藤岡インターチェンジにアクセスする重要な路線である。
今回の変更は、当該路線の事業化に向け、最新の知見（平成１７年道路交通センサス）による
将来交通需要の見直しを行ったところ、前橋長瀞線から高崎市境間の計画交通量が２車線で対応
可能と予測されたことから、本案のとおり４車線から２車線へ車線数及び幅員の変更を行うもの
である。
なお、北部環状線の変更に伴い、交差する３・３・１号前橋長瀞線の交差部幅員についても併
せて変更する。
また、都市計画法施行令の一部を改正する政令（平成１０年政令第３３１号）及び都市計画法
施行規則の一部を改正する省令（平成１０年建設省第３７号）に基づき、車線数を決定する。

理 由 書



（変更前）

区 域

番 号 路線名 起 点 終 点
主 な
経過地

延 長
構造
形式
車線
の数
幅員
地表式の区間における鉄道等との
交差点の構造

3・3・1
前橋長瀞
線

藤岡市
立石字
上川原

藤岡市
神 田
字 宿

藤岡市
上大塚
字一本木

約9,460m 地表式 － 24ｍ

藤岡市
立石字
上川原

藤岡市森
字飯玉久
保

約440m 嵩上式
ｍ
21.25
～40.2

約9,020m 地表式
ｍ
23.75
～25.0

幹

線

街

路

3・3・3
北部環状
線

藤岡市
小 林
字邸東

藤岡市
森新田
字堰合

藤岡市
篠 塚
字塚越
約7,080m 地表式 － 25ｍ

ＪＲ八高線と立体交差
自動車専用道路と立体交差１箇所
幹線街路と平面交差８箇所

（変更後）

区 域

番 号 路線名 起 点 終 点
主 な
経過地

延 長
構 造
形 式
車 線
の 数
幅 員
地表式の区間における鉄道等との
交差点の構造

3・3・1
前橋長瀞
線

藤岡市
立石字
上川原

藤岡市
神 田
字 宿

藤岡市
上大塚
字一本木

約9,460m 地表式 4車線 24ｍ

藤岡市
立石字
上川原

藤岡市森
字飯玉久
保

約440m 嵩上式
ｍ
21.25
～40.2

約9,020m 地表式
ｍ
23.75
～25.0

3・4・3
北部環状
線

藤岡市
小 林
字邸東

藤岡市
森新田
字堰合

藤岡市
篠 塚
字塚越
約7,080m 地表式 2車線 18ｍ

ＪＲ八高線と立体交差
自動車専用道路と立体交差１箇所
幹線街路と平面交差８箇所

約3,890m

約3,190m

幹

線

街

路

車線の数の内訳

種

別

名 称

幹

線

街

路

構造形式の内訳

幹

線

街

路

ＪＲ高崎線、八高線及び上越新幹
線と立体交差
自動車専用道路と立体交差１箇所
幹線街路と平面交差７箇所

構造形式の内訳

ＪＲ高崎線、八高線及び上越新幹
線と立体交差
自動車専用道路と立体交差１箇所
幹線街路と平面交差４箇所

位 置

備考

２車線

位 置 構 造

４車線

都市計画道路新旧対照表

構 造

備考
種

別

名 称






